
 

 

 

 

 

 

 

 

 ポリエチレンなどのＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃＯＤＦ解析比較 
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概要 

 Ｃｕｂｉｃ、Ｈｅｘａｇｏｎａｌまでは、各種ＯＤＦ解析結果表現に大きな違いがないが、 

   Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ以降は極点図、ＯＤＦ図、逆極点図に大きな違いがあります。 

   ポリエチレンを例に説明します。 

 

入力極点図 

  

 

比較するＯＤＦソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ＭＴＥＸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析結果の比較 

ＬａｂｏＴｅｘ（１／４対称） 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ（１／４対称） 

  

ＭＴＥＸ（ で１／４計算） 

  

  



ＯＤＦ図を１／４対称で表示した場合をＣＴＲで表示 

ＬａｂｏＴｅｘ     TexTools 

 

 

MTEX Triclinic->Orthrhombic    1/4直接計算 

 

 

表示範囲（φ１，Φ、φ２）と求められた結晶方位 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 （９０，９０，１８０） ｛１１１｝＜１－１０＞ 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 （９０，１８０，９０） ｛１１１｝＜０－１１＞ 

ＭＴＥＸ 

 ｛９０，９０，１８０｝ ｛１１１｝＜０－１１＞ 

 ＬａｂｏＴｅｘは格子定数の取り方が異なります。 



格子定数と結晶方位計算 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

ＭＴＥＸ 

  

 



逆極点図（等面積表示） 

  

ＴｅｘＴｏｏｌｓ（等面積表示） 

  

 

 

ＭＴＥＸ（等角度表示） 

      

 

基本方位 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

   ［００１］－［１００］－［０１０］－Ｐｌａｎｅ表示 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

   ［００１］－［１００］－［０１０］ 

 ＭＴＥＸ 

   ［００１］－［０１０］－［－１００］－Ｐｌａｎｅ表示 

 

 



逆極点図をＣＴＲで表示（Ｐｌａｎｅ等面積表示） 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 

ＭＴＥＸ 

 



逆極点図（Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ等面積表示） 

ＬａｂｏＴｅｘ 

   

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  

ＭＴＥＸ 

  



極点図 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

    

 

ＭＴＥＸ 

  

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ  ｛０１１｝、｛２００｝、｛０２０｝等面積表記    ＴＤ右側 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ ｛１１０｝、｛２００｝、｛００２｝等面積表記 ＴＤ左側 

 ＭＴＥＸ  ｛１１０｝、｛２００｝、｛００２｝等角度表記 ＴＤ左側 

 

    

 

 



ＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸの格子定数の取り方 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸ 

 

 

 

 

 

 



このため、 

 ｛１１０｝ －＞ ｛０１１｝ 

 ｛２００｝ －＞ ｛００２｝ 

 ｛０２０｝ －＞ ｛０２０｝ 

結晶方位 

 ｛１１１｝＜１－１０＞ －＞｛１１１｝＜０－１１＞ 

逆極点図 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸ   ＬａｂｏＴｅｘ 

ＮＤ方向 

 

ＲＤ方向 

  

格子定数の取り方で図形が変わります。 

 


